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アクセントのまとまりの数から見れば、 (0叶 a)のアクセントのまとまりは 1つであり、
(0-1 b)と(0-1c)のアクセントのまとまりは 2つである。音韻的特徴に基づいて定義すれば、





(0-2) a. *息子は学生時代、 Kyooto，daigakuで勉強し、そこ，で就職した。























(0-4)の f→Jは、 1形態素が 1語に対応するが、逆は成立しないということを意味する。
ここに、この両者の関係の妥当性は次の 2つの理由で支持される。




N 〉 A 
(0-7) a sakana 。 lur-u 
b. t abako 。 yame -ru 
(O・5)a.花余
2語
{huaduo} C. kao ga aka -i 
d. 01 ya ga alu-i 
4じ
b.橘花 魁 余 {chahua da i duo} 
花をつけたり飾ったりする。
(0-8) a. YU dia。
b. yan J I 
C. I i an hong 
d. cha re (0-5a)の r花余J は明らかに語である。現代中国語の名詞構造は、句なら「量詞+名詞J
の語順で、語なら「名詞+量詞Jの語順である・5。一方、「花呆J は2つの形態素からなる









(0-9) a. IIIP boku no sakana) 
b. I NP boku no t abako) 
C ["p boku 00 kao) 
d [NP boku no otya] 
*[boku no tur-u) 
*[boku no yame-ru) 
*Iboku no aka-i) 









(0-11) a 本[SUgU sakana) 
b 牢[sugu tabako) 
C. 車Itotemo kao) 
d 寧Itotemootya) 
[vp sugu tur-u) 
[vp sugu yame-ru) 
[vp totemo aka-i] 










る。 1つは、中国語の語は 1形態素であり、 1形態素からなる語には構造がないという見










(0-10) a. [NP WO de yu] 
b. [ tI P 'IO d e y a n I 
C [ NP wo d e I i an ] 
d. [NP wo de cha) 
寧[WOde d ao] 
*[I'IO de j i)
*[WO de hong] 




b *Imashang yanl 
C. *[hen Ilan) 
d *[hen Cha] 
[vp mashang dlao) 
[ v p ma s h an g j i ) 
Ivp hen hong) 
[vp hen re] 


























































? 。 ? ?
の介入なしに並ぶ形式である・1中国語には、 (0-14a)のように、語嚢レベルの連続と、
(0斗 4b)のように、統語レベルの連続がある。以下、 (0ベ4a)を動詞連続と呼び、 (0-14b)
を動詞句連続と呼ぶ。第2部の 3つの章では、どちらのレベルの連続も同じ基本構造規則
で形成されることを観察する。




































































が見られる。これはLapointe(1981)では f語金自律性の仮説(Lexi caI I ntegr i ty 
Hypothesis)J として捉えられる。 r語集自律性の仮説Jはまた、 Huang(1983)、影山 ・柴
谷(1989)によって支持されているもので、次のように示される叶。
(1-3) LIH 





















とも照応関係をなさない。つまり、 (1-5b)の f那里Jの指示物が「天津大学j ではなく、
f夫津Jであるようには読みとれな[，'0Huang(1983)では、また次の例が挙げられている。

















(1-7) a. John sang and John danced. 
b. John sang and danced. 
c. 象Sangand John danced. 
(1-8) a. John danced and Mary danced. 
b. John and Mary danced. 




(1-9) a. S' 
/ト¥
S Conj S 
^ 〈NP VP NP VP 
John sang and 拘剛 danced.
b. S' 
/ト¥
S Conj S 
〈 〈
NP VP NP VP 







(1-11 )張三唱歓.*四 (也) 唱歌。
張三が歌を歌い、李四も歌を歌う。

























( 1叶 5) 松桝和抑制
松と柳

















b. ["[， p寄 1封信]来]
同上。






占めているので、語であると考えられる。他方、 (1-16b)の f寄 1封信+来Jと(1-17b)の
f傘1本有+去Jは句である。
ここで議論したいのは、中国語には語形成の場合にしか現れない要素、 f得/不Jがあ



























( 1-22b)のように「胞上j と「来Jの聞に補部が挿入できることから、(1-22a)の f胞上J
と「来Jは句の関係であることがわかる。この場合でも「得/不Jが(1-23)と(1-24)に示
すように、 f飽+上」という語に挿入できるが、 「胞上+来Jという句に挿入できない。









































( 1-27)と(1-28)の f彼Jは、強〈読まれる場合だけ、 fとてもjの意味にとれるが、そう














































仮説 (Level Ordering Hypothesis)と呼ばれている。 Siegelは英語の接辞の音韻的、形態
的な振る舞いを分析し、クラス 1{+でマークされる)とクラス 2(#でマークされる)の 2つ
のブロックに分けている。
(1-32) a クラス 1(suf.) : +ion， +ity， +y， +al'" 
(pre千.): re+， con+， de+， sub+・
b クラス 2(suf.) : #ness，引ess， #hood. #fu 1'" 
(pref.) : un#， non持. anti#， semi#・
クラス 1とクラス 2の聞に、強勢(アクセント)の移動の有無という音韻的な違いが見られ
る他に、形態的な違いも見られる。第 1に、 2つの接辞が 1つの語内に存在する場合、ク





(1-33) a. クラス 1(+affixation) 
b. クラス 2(#affixation) 
c.クラス 3(compound i ng) 








れは、 Packar d (1990)のレベル順序づけ仮説である。 Packardlま英語の(1-33)の 4分類を参
考にして、中国語にも 4つのレベルがあると主張している。その基準として、 (1-34)の規
則と (1-35)の原理の適用可能性が問題となると提案している。
( 1・34) Canonical Head Rule (Mandarin) 
In a word-internal con千iguration:
for a 11 [[X] [y]) v， X i s the head of V. 
for a 11 [[X] [y]] sv， X i s the head of SV (stat i ve verb) 
for a 11 [[X] [Y]) N， Y i s the head of N 
(1-35) Affixation~lnflection Principle 
AII affixation (including inflection) appl ies to the head of a word， 
but only if the head is 'visible・(i.e.. i f i tsbr ackets have not been 
erased due to interlevel movement). At level rv. default appl ication is 




















































しかし、 (1-39)に示すように、レベル2の合成動詞には fA-not-ABJ という形の反復法が
適用できない。この fA-not-ABJ という反復法は、もともと 2音節合成動詞の肯定と否定









一般に、 f得/不j は結果複合動詞に挿入されて、可能/不可能を示す懐中辞である。 し
かし、(1-37)の結果複合動詞は「得/不Jの挿入を許さない。なぜ、このような例外があ
るのかについて、 Packardは、 「得/不j がレベル2に属する僚辞であるので、レベル 1
-26 -



















レベル 4には動詞のアスペクトを示すような接辞付加法 (affi xat i on)だけが含まれる。
(1-35)の原理によれば、アスペクトマーカーの r7.着.近j は語にしかつかない。
(1-42) a 出版-了 出版した
→*出・7-版
.) Packardは、レベル2に属する形態素「得/不jと rA-not-ABj という動詞反復に用い
られる 「不Jがともに主要部動詞に後続するものであると考えている。よって、両者とも
ri炎完.考上Jの前項要素に後続できるはずである。しかし、レベル 2の「得/不Jは
( 1寸前のように、前項要素 f淡.考Jに後続できるが、レベル 3の f不Jは(1-39)のよう















レベル3の rA-not-ABj という動詞の反復とレベル 2の「得/不Jの挿入との順序づけだ






















レベル2の合成語に適用できないのは、 fA-不-ABj がレベル 3に属する反復法だからで
あると説明している。 ところが、(1-43)のように、 fA-不-ABJ がレベル 1の合成語にも
適用されている。この現象はPackardのレベル順序づけ仮説の反例になると思われる。
























































いのは、 fA-not哨 BJ と規則的結果複合動詞との問にレベルの差があるからではなく、規
則的結果複合動詞が変化動詞なので、 「不Jと共起しないからである。 したがって、 fA-
not-ABJ反復法の適用可能性は、レベルの順序づけを提案する根拠にはならないと言 うこ
とができる。




/不Jがレベル 3の合成語「出版」 と f共心Jに挿入できないのは、単にそのクラスに含
まれている動詞は結果複合動詞ではないからであると考えられる。







































(2-1) a. 1形態紫→ 1語













(2-2a)の『幽献Jは英語のhumorを音訳した語であり、 2音節が 1形態素かつ 1語である




見方の妥当性を支持する理由が2つある。第 1に、 1語としての f幽獣Jと2語としての
f幽.獣Jは閉じ意味であり、同じ形式である。言語構造の合理性の観点から見れば、同
じ意味を持つ閉じ形式の 2つの要素が全く関係なく、別々に作られたとは考えにくい。第
2に、 (2-2a)の f幽獣Jも(2-2b)の f幽、獣j も、片方の要素を削除することはできない。
この現象は「幽獣Jと f幽、獣Jの聞に派生関係があることを示唆する。 r幽獣Jは音訳
語であり、 「幽Jを削除しても「獣Jを削除しても形態的にも意味的にも許されないこと




(2-4) a. 本我 幽 他 目ー，、井，、。
量語




次に、派生の方向つまり、 ra-b→ a， bJ なのかそれとも ra，b→ a-bJなのかが問題にな
る。さて、中国語では分離している 2つの要素の両方またはどちらかが合成語の意味素性
を受け持っている現象が見られる。
(2-4)の2つの文は(2-2b)をもとに作られたものである。 (2-2b)では、 「幽j が動詞で










(2-7) 1 語形成の段階心。， d a-b] 
n.語分解の段階心。， d a] [ー は b]





したがって、 「后悔Jと「后.悔Jの派生の方向は ia. b→a-bJではなく、 ia-b→a， bJ 
であると考えたほうが自然である。
本論文では、 ia-b→a， bJの派生過程は、語嚢レベルで形成された語を統語レベルで分















(2-6)では、し。， d ]はかっこ内の要素が語であることを示し、 aとbはそれぞれ形態素
を示す。
? ?? ? ?
語象レベル
形態素
，) 語嚢分解規則は再分析 (reanaI ys i s)の手段の 1つである。再分析は生成文法では、あ
る統語範鴫(句)を一つの最小単位(語)として用いられることを指す。このことをまた再構
成(restructuri ng)とも呼ぶ。例えば、







→ [NP the lady] [v took account of) [NP his answer] (Radford1988を参照)
しかし、本提案の語嚢分解規則はRadfordの「句が再分析される」のではなく、 「語が再
分析される」というプロセスである。








(2-9) a. 動補関係 (complementation)
b. 主述関係 (predi cat i on) 
c. 並立関係(co-ordi nat i on) 




















(2-11) a. 牢我iIl 児面迅
H 義
私たちは会ったことがある。















(2-13) a 刈信仰 見面見面 目巴。
文王む語
君らは会ってみてください。
















「一次Jは「見面j に後続できないが、 f負費j に後続できる。この現象からも前者が動
詞句であり、後者が動詞であると言うことができる。
以上、 「見面Jと「負衰j を例に、 3つのテストを適用してみたが、同じ結論がえられ
た。すなわち、 f見面j は句であり、 「負責j は語である。この 3つのテストは動補関係
の連続が語か句かの認定には有効であると言えるだろう。
第 2番目の主述関係においては、語と句の認定には、 「不j という副詞が生起できる位
-40由
置を見るとよい。というのは、否定副詞「不Jは主述関係の動詞句に先行できないという

















b. 寧心 不 F専七
同(2-17b)



















中国語では、 (2-20a)のように、 「大」によって分離された f修改Jは句であるが、(2-20
b)のように、分離されていない f修改Jは語である。それは、うえで見た「試しに~す
るJという意味を与える動詞反復規則が適用されるかどうかということからも明らかにな
る。 r大修大改Jと f修改j を比べてみよう。
(2-21) a.叫が 大修大改大修大改 日巴。
君は大きく直したり改めたりしてみなさい。
b. {:ホ 修改修改 日巴。
君は直してみなさい。
ー42-








b. 我{円 喜氏喜皮 逮ノト哲日 日巴。
喜んで担う お刺
私たちはこのお祭りを祝ってみよう。
すなわち、 「快飽j は反復できないが、 f喜氏Jは反復できる。このことから、前者は句
であり、後者は語であると言える。
以上、 (2-9)に示した 4つの意味関係において、動詞と動詞句の認定基準を見た。 次に、
それらの認定基準を利用して、 「語嚢分解規則」が働いているのかを見てみよう。
2-2. 合成語の分解(その ，) 
この章のはじめに、中国語の合成語が語嚢分解規則によ って分解されうるこ とを指摘し



































(2-25) a. 担近心 心配したことがある
b. 告道則 別れを告げたことがある




(2-26) a. 担心他来 彼がくることを心配する
b. 告別李四 李四と別れを告げる






























(2-31 )では、数量詞が f担心J r告別Jの補部の位置に来ているので、その主要部の f担






























(2-36)の「尊敬j と「争脊Jには、それぞれ f可、可J r称、我Jが挿入されている。
(2-36)の連続が句であることは、 (2-23c)がもともと (2-35)のように補部をとる二とがで
きるが、 (2-36)のように句に分解された場合、 (2-37)のように、補部がとれなくなる ζ と
からわかる。






















(2-39) a. 地震了。 地震が起こった。
b. 地了一次震。 一団地震が起こった。
抱;v 控室H



































c. 牢記了 三次景 会協内容。
(2-40a)の「学勾 j の意味関係は並立関係である。論語の f畢而時習之j から分かるよう
に、 f学司 j は学んで練習するという意味である。しかし、 (2-40b)では、 f学Jは動詞
で、 「司Jはそれの補部になる。その証拠として、もともと f英活Jを補部としてとる
「学司Jは分解された場合、 (2-40c)のように、もはや補語をとれなくなるからである。





























c. 吋校三 又痛文恨 邪悪。
















































したがって、選択疑問文説にとって、 (2-50)でなぜ2つの主語 f体j が共起しないのかと
いう問題はやはり説明できない。
また、 (2-49)の焦点疑問文説にも問題がある。 Huangは肯定否定の反復を一つの屈折範
蟻(I NFL)として扱い、統語レベル以後の音韻レベルに (2-52)の f音韻反復規則(語音霊畳
律)Jがあると主張している。 (2-47)の反復疑問文は音韻レベルで屈折範陪[+0)のすぐ後
の要素(要素の大きさの違いはあるが)を反復し、さらに、 「不j を挿入して派生される。






































b. 州都弓上来 迩是 惚司上不来?
















.10 (2-51 )はWangの見方の反例となるものであるが、 Huang(1988b)は(2-51)の例について
は、 (2-49)とは別の構造を持つものとして除外している。



















る規則である。 (2-58a)の規則が適用されない場合、次の (2-59a)の文が成立する。 (2-58
a)の規則が適用された場合、 (2-59b)が規則的に形成される。一方、 (2-59c)については、
「不Jが副詞で常に意味的に修飾される動詞に依存しているので、 「夏三:jJが「不Jを
supportし・，~、 f不夏司 j 全体で 1つの否定要素として捉えられると説明することができ
る。 supportが起こらない(2-59b)は(2-59c)に比べると、極めて口語的である。















VP I VP~ 
{ホQ，上 来 不来 したがって、 f不Jの直後に修飾される動詞が来ない (2-60a)のような場合、 (2-60e)以外
の文は (2-58a)を満たさず、非文法的になる。なぜなら、削除後に、否定要素以外の要素













ー 56- 『 ，? ?
(2-60) a. f:示 !在家夏三3英活} 不在家宣ヨ英i著?
あなたは家で英語を復習するか。
b. *f1F (在家夏司英i套] 不在家夏司令?
C. 判事 [在家宣司英i著l不在家令?
d.叫が l在家箆司英i著] 不在。?
e 体 !在家宣3]英i著] 不ゆ?
同上。
次に、左側の命題に削除が起こる場合を考えてみる。 (2-58b)の規則が適用されない場
合、次の (2-61a)と(2-62a)の文が形成される。 (2-58b)の規則が適用された場合、 (2-61b) 
の文は形成されるが、 (2-62b)の文は形成されない。なぜなら、 (2-61b)では動詞が残され
ているが、 (2-62b)では動詞が残されていないからである。
(2-61) a. f:示 室司英活 i不宣司英i套]?
あなたは英語を復習するか。
b. fホ 隻司 φ l不宣司英i若)?
同上。




また、 (2-63)のような場合において、 (2-63b)が非文法的であるのは、 「夏司Jの左に
まだ動詞句「在家」があるので、左端ではないからである。














詞は f介詞懸空 (prepositionstranding)Jを禁ずるという規則に従う・九 (2-63c)で
「家j が現れる 1つの理由として、 (2-58b)の規則の適用の結果残された「在Jを支えて
いるということが考えられる。
以上、反復疑問文には同一命題削除規則があることが観察された。これによって、反復
疑問文のもう 1つの側面、 1つの命題の真偽値を求めるという性質が捉えられる ことにな
る。また、 2-4-1節と2-4-2節の議論から、反復疑問文の構造が明らかになる。すなわち、
反復疑問文は選択を示す動詞句連続の構造をもっているが、 1つの真の命題の真偽値を求
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合成語の中で、 「心Jが名詞で、 「煩Jが動詞である。 (2-58b)の同一命題削除規則では、











また、次の (2-70)の「休息j は動補関係であり、 (2-71)の f修改Jは並立関係である。そ
























できない。なぜなら、語嚢分解規則は語をつくる規則であり、中国語の語は[+sy 1 1 abi cJ 
という紫性を持たなければならない。従来の研究では、 r -パjし)Jと rhua(化)Jが閉じ
ように、派生綾辞として見られているが、[土syllabicJという点から見れば、両者の問に

















(i v) a 玩JL [不玩JL水]?
7)<遊びするか。
b. *玩 [不玩凡水l


























第3章 それが句形成にも語形成にも適用されることそして、基本的な構造規則は何かを考察し、一一基本構造規則句形成cg形成(3 ) 
を論じる。具体的には、従来の研究の貢献と問題点を概観したうえで、新しい見解を提案
中国語の基本的な構造規則に関この章は 3つの節で構成されている。第 1節では、する。







































(3-3)の特徴は主要部頭位(head-i n i t i a I )ということであり、 (3-4)の特徴は主要部末位




(3-5) a. 妹三[打李四l。 (3四 3a)
量る
張三は李四を殴る。
b. 吋長三 [李四 打l。
(3-6) a. ~長三 !在 北京l工作。 (3-3b)
いる 島〈
張三は北京で仕事する。
b. 吋校三 l北京 在i 工作。






b. 迭是[~長三者的有 l 。 (3-4c) 
これは張三の読んだ本だ。
(3-9) a. *張三 [出左了 立京IJ)。
実現場 すぐ
b. 妹三 {立刻 出産了l。 (3-4d) 
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張三はすぐ出発した。






































第 1に、副詞の生起の位置の遣いである。広東語では、 (3-11a)のように、 f先Jは動
詞「偉Jに後続するが、北京語では、 (3-11b)のように、動詞「拾Jに先行する。


















た、 (3-14)の f於夫淑Jと「在夫淑j 、(3-15)の『似二月詑Jと「比二月花j 、(3-16)の
f於子貢J r向子責Jなどの、(形容詞を含む)動詞との位置関係における対立は、古代語
と現代語の聞に主要部頭位と主要部末位の違いがあることを物語っている。




t (}eぎ E 構える
向上。






























(3-17) a. Every phrase i s endocentr i c.
b Specifiers appear at X" level: subcategorized complements appear 
within X' 
c. The head always appears adjacent to one of the boundaries of X'. 
d. The head term is one bar-Ievel lower than the immediately dominating 
phrasal node 







(3什 8) a. XP → WP X' 
b. X・→ ZPX・







(3-19) a. XP → WP X' 
b. X' ZP X' 














るレベル、異なる範陪で異なる語順の存在を認めることである。従来の研究では、 Li， Y. 
-H. (1990)は前者の立場に立ち、 Huang(1982， 1992)は、後者の立場に立っている。しかし、
どちらにも問題点があり、本論文の立場から見れば、言語の形式面ばかり求める×パー理
論の姿雲寺自体に問題があるのではないかと思われる。
Li， Y. -H. (1990: 11)の考え方は、中国語の語順における格理論の原理の関与を指摘し、
(3-21 )の提案を示している。
(3-21) The Chinese Word Order Constraint 
a. Chinese is head-final except under the requirements of Case assignment. 
b. Case is assigned from left to right in Chinese. 









しかし、 Liの提案では中国語の (3叶 Oa)(3-1 Ob) (3-1 Od) (3-1 Oe)の特徴を説明することが
できても、 (3-10c)の特徴が説明できない。例えば、次の (3-22a)では、 VPr去北京Jは動
詞 f想Jの補部である。 (3-21a)によれば、 (3-22a)の基底構造は (3-22b)である。一方、















(3-23) The X'-structure of Chinese is of the form 
a. [X例 X 内-1Y P・]iffn=l， X:;eN 
b. [Xn Y P・Xn -1] 
X' refers to X and its subcategorized complements (N/V/A/P and their 
subcategorized complements). YP' means more than one YP is al lowed. 






































(3-24)に示されているように、数量詞「三頓j は動詞の後の補部 rt反j が生起する位置に
だけ生起する。この事実を、 Huangは次のように説明している。 (3-24a)が文法的であるの
は、 (3サ 5a)に示されるように、 「三頓Jがもっとも低い枝分かれのレベルに現れている
からであり、 (3-24b)が非文法的であるのは、 (3-25b)のような「三頓」が現れているレベ
ルがもっとも低い枝分かれのレベルではないからである。



















-・ 「特定 ・不特定Jや「定 ・不定j の概念については、詳しく Huang(1987)を参照された
し、。
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b 来人了。
錐かが来た。









b.本我 八↑ 紳きた 睡了。









(3づ0)では、 f在笠子上j という 場所設定は時間的にジャンプする前に発生すれば、
f跳j に先行するが、ジャンプする後に発生すれば、 f銚Jに後続すると指摘されている。
中国語の語順を決めるのに意味的な要素が関わっているという Li and Thompson の主張













































(3-32) a. X n_…X (n -，・内)...where recursion is allowed for n=O. 
b. Licensing Conditions 
i. Heads are initial/final with respect to complements. 
-Theta-roles are assigned to left/right. 
~ L i. Y. -H.の取り上げた (3-20)の現象は、 (3-31)の基本構造規則によれば、次のように
説明できる。 r召芥Jと「会波Jの意味関係は (3-20a)では動補関係として捉えられ、
(3-20b)では修飾関係として捉えられている。両者の語順上の違いはその意味関係の違い
を示している。これは次の (a)と(b)の遣いと平行する。 r逮件事j は(a)では動詞の修飾
部として捉えられ、 (b)では動詞の補部として捉えられる。
( i) a. 対迭件事彼担心 このことに対してとても心配する
b. i良担心 iさ件事 このことをとても心配する
-80 -
-Case is assigned to left/right. 
i i. Heads are initial/final with respect to specifiers. 
i i . Heads are initial/final with respect to modifiers. 
c. Pre-or post-head modifiers may be XMAX or X O • 






















な概念である。 BI oomf i e Id (1933: 195)は言語の形式的な側面から主要部を次のように定載
している。
-81 -
(3-33) In subordinative endocentric constructions. the resultant phrase belongs 
to the same form-class as one of the constituents. which we cal 1 the 
head. 





(3-34) If both X and the head of X are el igible members of category C， then 
















(3-35) Definition of -headF"(read: head with respect to the feature F) 
The headF of a word is the rightmost element of the word marked for the 
feature F. 
Di Sciullo and Wi 1 iams(1987:28)は、 (3-35)に基づいて、 seesの主要部を次のように説
明している。




(Agent， Theme) +S i ng4 
品詞性の観点から見れIt，seeが主要部であると言える。なぜなら、 seeの品詞および項構














する現象としては英語のN-V複合と日本語の形式動詞 (1i ght verb)などがある。
(i) a. gift-giving to chi Idren 
b.涼chiId-giving of gifts. 
(i i) a. Book-read i ng by students 
b. *Student-reading of books 








(iv) a. give <agent<goal<theme>>> 
b. read < agent < theme > > 










(3-37)では、主要部の認定には 2つの条件が付け加えられた。 1つは、 Xの下位単位ZとY
が同じ属性によって特徴づけられなければならない。上に挙げられたseesは次のように分
析することができる。seelま品詞性という属性を持っているが、 sは持っていない。言い換





































た、 「実現相」には、 「了j の完了、 f着jの持続、 f迂jの経験が含まれる。それらは
ともにある行為が遂行され、または、事柄が発生したことを示す。
-86 -















るように、 f遊Jの項構造が f走遊Jに継承されているので、 f遊j が主要部であると言
える。次の図を参照されたい。










































































に対しても (3-46b)の fー 支j に対しても f歌う Jというイベントの量が 1回分、 1曲分
だと説明することができる。
動量詞が動詞の補部であることの第 2の理由は、名詞的捕部が生起する場合、動量詞は
." もちろん、名量詞は、 f量詞+名詞Jのよ うに名詞句をなす場合、 その名詞句の意味
が定または特定であれば、数量詞は動作の区切り を示す機能が弱められ、ただの連体修飾
語にしか考えられない。その場合、 数量詞と「在」が共起可能である。例えば、















b . 吋長三 U~近歌ー支。
(3-50)が文法的であるのは、 「一次歌J rー 支敵」が構成素をなして補部の位置を占めて








































分かるように、 r*四j と f一次Jは 1つの構成棄の振る舞いをしていな1，'0補部の位置
は 1つしかないので、 「一次j は補部として考えにくい。

























(3-59) a. 妹三 35~ 。
才





ていると考えるならば、 2つの問題がある。 1つはなぜ(3-59)の判断文では f是Jが省略
できて、 (3-58)の判断文では省略できないのか、もう 1つは、なぜ数量詞は(3-60)のよう
に副詞の修飾を受けることができるのかということである。




r 3 5 ~Jは述部で、 (3-59b)の r3 5 ~Jは補部である。
第 2に、 (3-56a)の数量詞は (3-59b)と閉じように、その前に動詞の挿入が可能であり、
また、副詞の修飾を受けることができる。前者の場合、数量詞は補部であるが、後者の場
合、それは述部である。次の (3-61a)では、 「有Jが動詞であり、 (3-61b)の f己笠j が富1)
詞である。




第 3に、 「打了李四Jが数量詞の主語である。というのも、 f打了李四Jが疑問代名詞
によって代用されうるからである。












Huangの主張が正しければ、 (3-63)の主要部 f打Jが疑問代名詞「什仏j によって代用さ
























































主張では、なぜ(3-68b)の「銀李四」が「跳j の補部にならないのに対し、 (3司 69b)の f在
椅子上Jが「跳j の補部になるのかが不明である。
(3-68) a. 味三 3& 李四跳。
張三は李四とジャンブする。






詞句全体は修飾部であるが、 (3-69b)では f在j が「跳在Jという合成動詞の主要部であ
ー 97-
る。それらの統語構造を示すと、 (3-70)になる。 (3-70a)では、 「在楠子上Jは主要部
「跳Jの修飾部であるが、 (3-70b)では、 f跳在Jが主要部であり、 f椅子よj はそれの
補部である。







この構造を設定する理由はつぎの 3つである。第 1に、 (3-70a)の「跳j と「在Jが形
成されるレベルと (3-70b)の「跳Jと f在」が形成されるレベルが異なっていることがあ
げられる。 (3-70a)の「在…跳Jは統語レベルで形成された句であるが、 (3-70b)の「跳







第2に、 (3-70a)の f在…跳Jと(3-70b)の f跳在」が表す意味がそれぞれ遭っていると








(3-72a)では、 「坐Jと f在Jが「移動とその結果j を示しているから、 「坐在j が容認
されるが、 (3-72b)では、 「吃Jと「在Jが「移動とその結果」を示していないから、
「陀在j が容認されないのである。この意味の分布よの制約は結果合成動詞の場合と閉じ



















b. 吋長三 [跳ゆ] 椅子上。
以上の考察からわかるように、 (3-70a)の f在椅子上Jは前置詞句として 1つの構成素
をなすが、 (3寸 Ob)では構成素をなさない。つまり、両者の聞に派生関係がない。そして















































































































^ X V 




(3-87) 礼.流ー 血・'9 刺して流血する
a. 流.血 流血する
b. 吋L-流
(3-88) 二ー 錫-脚 2回蹴る→爆竹の 1種
a. ~易 .脚 蹴る
b. *二-~易
(3-87 a)の「流j と f血」は動補構造であるが、 (3-87b)のけしJと「流Jは修飾構造であ


























































(H-2) a. v2 b. v、 c. 、4、令主
^ ^  ^  v' v2 v' v2 v' v2 
(ト3) a. vp2 b. vp' c. Vp'+2 














(B -4)の表の f修飾合成動詞J r動補合成動詞J r並立合成動詞J r介詞構造を含む構
文J r文~又~構文j は従来の研究では、かなり詳しく記述されている・2。ところが、従
来の研究では、ほとんど f結果合成動詞j が(ト2b)の構造であり、 (D-2a)の構造ではない
と言われている。また、 『使役 ・受動構文j についても動詞連続構文ではないと主張する
研究もあれば、動詞連続構文であるとする研究もある。後者の場合、(ト3a)の構造か(ト3
c)の構造であると分析されている。














(4-1) a. n項動詞+1項動詞→ 11頁動詞
立ちょがる、泣きやむ、泣き崩れる、持ちあがる、書きあがる







4 句形成に関しては、 Chomsky(1957， 1965， 1981)、Stowell(1981)、Kaplanand 
Br esnan (1982)、Gazdar，Klein， Pullum， and Sag(1985)、Pollard and Sag(1994)などを
参照されたい。また、語形成に関しては、大石 (1988)、Spencer(1991)、影山(1993)など
を参照されたい。
吋 詳しくは影山 (1982， 1993)、山本(1984)、塚本 (1987)などを参照されたい。























すなわち、 f跳喝j は f銚jの項構造も f喝Jの項構造も受け継いでいないと思える。










したがって、 「打惰j は「打j と「街」の両者の項構造を継承していると分析してもよい。
さらに、 (4-2c)のパターンにあてはまる例は「誼断(引っ張って切る)Jである。下に示
すように、 f往Jは2項動詞であり、 「断j は 1項動詞である。

























「胞芸Jは、 f位断j とは逆に、 v2の f芸j の項構造を継承していると思われる。
中国話の結果合成動詞には以上の 4つのパターンがあることは、中国語の結果合成動詞
の構造を解明するためには避けて通れない、重要な事実である。この問題について、従来、








この章では、以下の 6つの問題について議論する。第 1節では、中国語の 1項動詞はそ
のアスペクト性(aspectuality)に基づいて、大きく活動動詞と変化動詞という 2種類に分
けられることを指摘する。第 2節では、中国語の 11頁活動動詞と 11頁変化動詞はまた、そ
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れぞれ同じ形で 2項動詞を兼用するが、それぞれの項構造の対応形が異なることが観察さ
れる・九つまり、 11頁活動動詞は f内項Jを増やした 2項動詞と対応するが、 1r頁変化動













テストで 3 種類に分かれることを観察している。沈 (1992) では耳の観察を [~active] と
[土stative]という意味素性で捉え直している七すなわち、 (4-13)に示すように、 active
とstativeは対等な関係ではなく、レベルが違うと考えられる。




に r1項動詞→ 21頁動詞j のような派生関係があると考えられる。したがって、自他兼用




























































最後に、 f活(生き返る)Jという動詞は、 (4叶 6a)のように『故意Jとも共起しなければ、
(4-16b)のように f彼Jとも共起しないので、 [-active，-stative]の意味素性を持ってい ところが、これに対し、次の (4-19)と(4-20)、 (4-21)と (4-22)がそれぞれ適格であること
-114 - -115 -
から、活動動詞 「帳Jと状態動詞 f紅j は実現相をとるかどうかかかわらず適格である。


































うすぐ~する)j という助動詞を主要部にするか、また (4-23c)のように、 「桝倒j を補文
にしなければならない。










であるならば、 [+acti ve] [+stat i ve]の動詞があるはずであるが、実際(4-24)に示すよう
に、そのような動詞はないということである。
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(4-24) 動詞の分類: active statlve 
1.活動動詞 + 
2 状態動詞 + 
3 変化動詞




























ここでは、中国語の単純動詞が r1項活動動詞:2 I頁動詞J と r1 I頁変化動詞:2項動
詞J という特徴を持つ 2つのペアに分けられることを示す。具体的には、 1項活動動詞と








(4-27a)の 1項活動動詞は内項が増えた 2項動詞と対応し、 (4-28a)の 1I頁変化動詞は外項


















c 院子里子干了 一余 致現花。
1:わ n ハ.う
庭には、 1輸のパラが咲いた。
(4-30)では f棋倒j は経験者、 「扶三Jは動作者、 「院子里Jは場所をそれぞれ表す。
また、内項増加型は基本的に、 「帳(叫ぶ)、跳(跳ぶ)、腔(勝つ)Jなどの活動動詞であ






b. 語集レベル:急(焦る:焦らす) 累(疲れる :疲れさせる)、倒(倒れる :倒す)
統語レベル:急(焦る:令)、累(疲れる:や)、倒(倒れる:や)
(4-31 b)のグループの存在について、合成語の「大位、大敗Jと単純語の f腔.敗J との
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振る舞いの違いから伺える。





b. 中国女g 大佐 南朝鮮臥。
中国女子チームは韓国チームに大勝した。
(4-33) a. 南朝鮮臥 大敗。
韓国チームが大敗する。
b. 中国女25 大敗 南朝鮮臥。
中国女子チームは韓国チームを大敗させた。
(4-32)と(4-33)を比較してみれば、 f大股j は内項増加型の自他兼用動詞であるが、 f大
敗Jは外項増加型の自他兼用動詞であることが分かる
しかし、興味深いのは、 f 姓Jは単独で自他兼用動詞として機能するが、 f敗Jは単に
1項動詞であるということである。











































その可能性は次の事実によって否定される。すなわち、 r i射(散る)J r渇(喉が乾く)Jな
どのような、 1l頁動詞の機能しかないものがほかの要素と合成しても 2項動詞化しない。
(4-40) a. 花 i射了。
花が散った。













「渇Jが純粋な 1r頁動詞なので、 (4-43b)のように、 [V-N]合成語はできない。以上の事実
から、合成することによって 2項動詞化するという見方は妥当ではないと言える・:








( 1981)の『古代漢語』と (1980)の『漢語史稿』では、 1r頁動詞が常に使役動詞として用い
られることは古代漢語の文法上の特徴の 1つだと述べている。たとえば、
現代 古代







さらに、王 (1980)では r5 0年代以降、新しい使役動詞が現れ、これらの動詞は 2音節で、
単音節ではない」と言っている。たとえば、







































活動動詞 本(4-44) (4-46) 
変化動詞 牢(4喧 45) (4-47) 






.'3 ここのv ~ は純粋な変化動詞でなければならないようである 。 その理由は 2 つある 。 1
つは、結果合成動詞におけるv'とv2の聞の意味関係について、 rv'の、ある行為またはあ
るイベントの発生、変化によって、 v ~ では、今までと異なる状態が引き起こされる J とい
う母国話者の直感は、不変の状態ではなく、状態変化を示唆するということである。もう
1つは、 4-1節で取り上げられたように、状態動詞が一般に変化動詞の性質も持っている
ということである。従って、(i )の「累 J のような状態動請は、 v ~の位置に来る場合、変
化動詞としての機能しか持たない。これは、 f累j がv'と合成する場合、他の副詞と共起
するが、 f彼Jと共起できないという事実から伺われる。
















a. くX> + <X> 
b. <XくY> + くX>


















b. <V<X>> + <X> 




(4-52) v 1が主要部であるなら、問題の合成動詞の項構造に 3つのパターンがある。
a. <X> +くnI頁〉→くX>
b. <XくV>>+くn項〉→くX<V>>
c. <V<X>> + <n項〉→ <VくX>>
(4-53) V2が主要部であるなら、問題の合成動詞の項構造に 2つのパターンがある。




まず、 v2が 11頁動詞の場合を見ょう。 (4-54)に示されているように、結果合成動詞が1
項動詞である場合、 v1が何項動詞であろうが、 v2の項構造を継承すると予測される・1
(4-54) a. v2 くX> b. v2 くX>
^ ^ V 1 V2 V 1 V2 
<1> <X> く1く2>> <X> 











しかし、 (4-55c)が文法的で、 (4-55d)が非文法的である ζ とから、 f突ヲ干Jという結果合
成動詞がv2である「昇」の項構造を継承し、 v1である「突Jの項構造を継承していないと
言える。また、







d. 牢妹三 研究完了 清吉学。
(4-56a)と(4サ 6b)から、 「研究」は 2項動詞であるが、 「努Jは1項動詞である二とがわ
かる。さらに、 (4-56c)と(4-56d)のように、 「研究Jと「努j からなる結果合成動詞 f研
究努」で、 v1の2つの項 f妹三J ri若吉学Jが現れえないことから、 f研究努Jがv2であ


















(4-58) a. v2 <X=1> b. v2 くX=1> c. v2 <X=2> 
^ ^ ^ 、』 v2 v、 v2 v、 v2 
く1> くX> く1く2>><X> く1<2>>くX>

























沈 (1993)でも、 r 2 r頁動詞+1項動詞→ 1r頁合成動詞Jの図式を主張したが、 Cheng
and Huang(1994)は、それを批判し、それはargument-suppressionの問題であると主張し








(4-62) a. S b. S /ヘ ~ 
NP VP NP VP 
~ ~ 
V NP V NP 












いる。 Chengand Huangの論理によれば、 (4-61b)では、 V'の「洗Jが活動動詞なので、そ
れを含む結果合成動詞「洗漏Jも活動動詞のはずである。しかも、活動動詞が内項増加型












b. ~長三洗漏* ( 了 ) 盆。
同 (4-61b)
(4-65)のように、 「洗漏j は1項動詞の場合も 2項動詞の場合も、実現相 f了Jが後続し
なければならないことから、活動動詞ではなく、変化動詞であることが分かる。





















(4由 67) a. V2 <Xくy)) b. V2 <X<Y)) 





















C. 那扇妖i1 摘破了 一ノト洞。
その障子が 1つの穴が開いた。

















































る。 r拝Jは 1項動詞である場合、 (4-73a)のように、変化動詞として振る舞うが、 2項
動詞である場合、 (4-73b)のように、活動動詞として振る舞うようになると言える。
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(4-75) a. 1項活動動詞 → 2項活動動詞











一方、 Chengand Huang(1994)は、 y'が主要部であると主張しているので、結果合成動
詞を (4-77)のような 2つのタイブに分類して、 (4-77a)の合成動詞は活動動詞であり、
(4-77b)の合成動詞は変化動詞であることになる。
(4-77) a. [y' active[y2 state/change-of-stateJJ 
b. [y' non-active[V2 state/change-of-stateJJ 































































からには解決しなければならない問題がある。すなわち、 「喝酔(飲んで酔っぱらう )J 
rp斤煩(聞いていやになる)J r陀飽(食べてお腹いっぱいになる)Jなどのような合成動詞
は、 1l頁動詞の場合、 v2の項摘造を受け縫いでいるが、 21頁動詞の場合、 v'の項構造を受













(4-84b)が非文法的で、 (4-84c)が文法的であることから、 (4-84a)の f喝醇Jはv2の項構
造を受け継いでいることがわかる。それに対して、 (4-85b)が文法的で、 (4-85c)が非文法
的であることから、 (4-85a)の「喝酔Jはv'の項構造を受け継いでいることが分かる。
ところが、アスペクト性の継承の観点から見れば、 「喝醇j は、 1項動詞の場合も 2l頁
動詞の場合も、同じようにv2のアスペクト性を受け継いでいることを示す現象が見られる。
(4-86a)の「喝酔Jは 1項動詞であり、 (4-86b)の「喝醇Jは2項動詞である。









動詞 f喝酔Jは変化動詞であることがわかる。一方、 (4-87a)では、 「了 j があってもな
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くてもよいが、 (4-87b)では、 「了j がなくてはならないことから、 v'の「喝Jは活動動



















(4-89) a v2 [+鼠J. くX> b. v2 [+限J. <1く2>>
~ ~ 
v' v2 v、 v2 
喝 酔 喝 酔
[-taJ [+肢] [ー軽量] [+賎]










Cheng and Huang(1994)では、項構造について f喝」が内項増加型の活動動詞であり、
「喝酔j がその性質を受け継ぎ、 2I頁動詞の f喝醇Jは 11頁動詞の「喝醇j から派生した
ものであると説明している。その構造は (4-90)に示される。
(4-90) a. S b. S 
~ ~ 
NP VP NP VP 
^ ~ V NP V NP 
政= 喝酔 [e 1 妹三 喝醇 ;百
確かに、中国語の単純動詞において、 11買動詞にはアスペクト性の対立があるが、それ
















しかし、合成動詞においては、 1項合成動詞と 2項合成動詞の問に (4-91)の派生規則が適
用されえないことを示す現象が見られる。たとえば、上の (4-92)の f砂Jには自他兼用形
があるが、結果合成動詞の f砂醒Jには、 (4-94)のように、 1項動詞の用法がない。
(4-94) a 寧松三 砂醒了。
張三が騒いで自が覚めた。
b. 球三 砂醒7 ~奪回。
張三が騒いで李四を起こした。







(4-95a)では、 「張子j が走るが、(4-95b)で走るのは f松三Jである。さらに、 補部の意
ー 144-
昧が変わる例もある。





1 r貢動詞 (4-96a)の場合、めまいがするのは主語の「味三Jであるが、 2J頁動詞の (4-96b)
の場合、めまいがするのは補部の「李四Jである。
上のような現象は、結果合成動詞には自他兼用形がないことを示している。本論文では、
合成語が形成される前に、 (4-91)の派生規則がv'とv2に適用され、その後に、 v'の 1項動






v'がそれぞれ 1項変化動詞と合成しているが、 (4-94b)(4-95b) (4-96b)では、 v'がそれぞ
れ2項動詞と合成していると説明できる。 (4-94a)が非文法的であるのは、意味的な理由
















とから伺える。たとえば、 (4-97)のように、 v2 r・好」が本動詞では fよいJという意味
を持つ 1l頁動詞であるが、アスペクトマーカーとしては項をとっていない。























(4-85a)の f喝酷Jの f酔j も「好」と閉じように説明できると思われる。ただ r-醇J
































































































fV-得J構文の特徴は、 rv・得j の前項要素v(以下、単にVと呼ぶ)の項構造が fV-
得J構文の統語構造に反映されないということである。具体的には(5-2)の3つの例文に
見られる次の現象がある。
(5-2a)については、 1項動詞 f突(泣く)Jは、 (5-3)のように、 f張三彼煩Jという補
文をとらないが、 f・得j に後続されると、 (5-2a)のように、その補部の位置に補文が現
れる。
(5-3) *李四笑妹三彼煩。























しかし、 r -得」に後続された場合、 (5-2c)のように、非動作者が主語の位置に来ること
ができる。




























(5-7) The X'-structure of Chinese is of the form 
a. [来的 X内日 Y P・]iff n=l. X':;eN 
b. [x. YP' X"・1] 
subcategorized complements). YP' means more than one YP is al lowed. 
Huangの説明によれば、(5-9a)のD構造では、 V'の「騎弓Jが主要部で、 S'は付加部であ
る。すなわち、 (5-9a)の構造は、 V"レベルで主要部頭位であるため、 (5斗 a)の中国語のV'
レベルでしか主要部頭位の構造が起こらないという句構造規則に違反する。それを満たす
ために、 (5-9b)のS構造では、左側の主要部 「弱Jが右側へもう 1個コピーされ、その結
果、右側の新しいv'r ~奇得彼累 J がV"の主要部になり、規則に合った構造ができあがる。
しかし、この分析にはつぎのような問題がある。第 1に、(5-7a)の規則を維持するため
に、動詞のコピーという操作が導入されているが、そのような操作の存在は疑わしい。た
X' refers to X and its subcategorized complements (N/V/A/P and their 
Huangは(5寸)の提案が妥当であることを支持する例として、 r -得Jを含む (5-8)の構文を
取り上げ、 (5-9)のように分析している。













friJ (5-1 Ob) 
C. 李四 壁向題差宣張三答不上来.
同(5-10c)






































合成動詞説と単純動詞説との最大の相違は、 rv-得J という合成動詞の中で、 Vが主要部
なのか、それとも、 r -得J が主要部なのかである。単純動詞説では、 Vが主要部である











『錯拘助詞「得J 0 一「得J 是拘成劫朴錯拘的文法手段.不充当句法成分。 J









を向ければ、 r -得」は本動詞の f得Jと平行性を持つ。
第 1に、 (5-13)に示したように、 rv-得j が2r:頁動詞であるのに対して、本動詞の



















(5-16)では、各々「弦三学英文J という事柄が f張三根煩J / r恨用功Jという結果/評
価を得たと解釈できる。
第 2に、本動詞の「得」も r-得」も変化動詞である。 たとえば、 「得」を活動動詞
f要 (もらう)Jと比較すれば分かるように、活動動詞とともに現れる「排命(一生懸命)J 
は f得」 と共起しない。








同械に、 rv-得j の場合、 Vが活動動詞の素性を持っていても、 「ー得Jに後続された場





以上の観察から、 r -得Jは f得」と統語上及び意味上の平行性があることがわかる。
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この平行性を重視するなら、 f・得」を「得j とは閉じ 2項動詞と仮定する ことができる。
その r-得」と f得」の項構造は (5-20)である。
(5-20) (・)得 <XくY>>
5-2. rー得Jの項構造の継承
Vも r-得Jもそれぞれの項構造を持っている。 この節では、 Vが何項動詞であっても、
「ー得Jに後続された場合、それはつねに「原因 (cause):結果 (resuI t)Jという 2つの項
を持つことを示したい。 これは rv-得J合成動詞はVではなく、 r -得j の項構造を受け
継いでいることを意味する。これを図示すれば、次のようになる。
(5-21) Vくn項>+ 得くXくY>>→ v-得<XくY>>
すでに第4章の4-4節で考察した主要部の項の保持という観点から、 r v-得J構文では、
r -得Jの項構造さえ満足されればよいのであって、 Vの項が現れるとは限らないという














しかし、 『朱jが f・得J と合成すると、 f宋Jではなく、 r -得Jの項構造が上位に継承
されることになる。
(5-24) a. 寧紙三 原得。
b. 妹三 原得 ( (他自己)結不起来71.
張三が(自分が)立ち上がれないほど喜んだ。
(5-24a)は非文法的である。 Vを主要部とする単純動詞説では、なぜVが 1項動詞なのに、
それを含む結果合成動詞が 1項動詞にならないのかという問題について、 r -得j は補文
マーカーなので、補文がそれに後続しなければならないのに、どうではないからであると
説明するかもしれない。これに対して、 「・得Jを主要部とする合成動詞説では、 r -得j


















C. 妹三 弄得 ( (自己)詰不起来了1.
張三が立ち上がらないようになった。














しかし、 「蓮得j の項構造がVのく動作者〈非動作者>>ではないことは、 (S-29a)が文法的
であるが、 (5-29b)が非文法的であることからわかる。










また、同じ 2項動詞でも、 Vの項の配列と r-得j の項の配列が異なるという現象が見








ところが、 f陀Jが r-得Jと合成する場合、 「非動作者j に相応する名詞句が主語の位
置に来ることがある。





もし (5-32a)の主要部が f陀」であると考えれば、その「陀」の補部 f迭頓飯」が主語の
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位置に来ていることは説明できない。 しかも、もし (5-32a)の述部が 「ー得Jを主要部とす




f陀得Jの f原因j は「迭頓飯j であり、 「結果j は「妹三彼美Jである。 (5寸 2a)は
(5-33a)と対応する。 (5-32b)は(5-33b)の項構造を持つため、非文になる。以上、 r -得j
の項構造は rv-得j 合成動詞に受け継がれることを見てきた。
5-3. r -得Jのアスペクト性の継承










ように、 「ー得Jを主要部とする 「打得Jも f排命j と共起しない。









な副絹であるが、 rv-得j と共起する場合、 Vの示すイベントの実現を示さず、 r -得J






以上、 Vと共起可能な副詞が rv-得J文で「・得Jと共起しないこと、そして、 Vとも
f・得Jとも共起可能な副詞が rv・得J文では r-得Jを修飾し、 Vを修飾しないという現












コピーまたは反復の動機として、 Huang(1982)では、補文標識 r-得j が拘束形態なので、
vp'の主要部を後方へコピーしなければならないと説明し、 Li， Y. -F (1990)では、 Vが2







普通、単文において代名詞と閉じ指示の名詞句は問一節内要素 (cI ause mate)であって
はならな(，'oつまり、この両者は間一節内に現れではならない.二 (5-38)を見てみよう。
(5-38) a. 扶三 t 表怪他 J/'I 
責める
張三が彼を責める。
b. [味三。 留学l対他 J/。 不利。
張三が留学することは彼にとって不利である。
(5-38a)では、単文に現れる f他j と同一指示の名詞句は当該文の主語であってはなら
ない。 しかし、 (5-38b)のような埋め込み文内の「妹三Jが f他」と同一指示であっても






(5-39) a. 5校三 t 唱得 他1/.j i艮煩。
張三が彼を(歌い)煩わした。
b. [ ~長三 t 唱敵i 唱得 他1 j i良頬。
張三が歌を歌うことは被を煩わした。
(5-40) a. 妹三 t 向得 他1/・3 筋疲力尽.
Eれきる
張三が彼を(何かを質問して)疲れさせた。
b. [5長三， 向l可題Ii可得 他 1/1 筋疲力尽。
張三が質問して、彼を疲れさせた。
(5-39a)の「味三Jが文全体の主語であるため、 「他Jと「妹三Jが 1つの文に共存する。
つまり、同一節内要素である。そのために、 「他Jと同一指示の名詞句は f妹三j ではあ
りえない。一方、 (5-39b)の場合、 「妹三唱歌j という節が文全体の主語であるため、
f他j と節主語内部の主語 f張三j とは同一節内要素ではない。故に、 「他Jと同一指示
の名詞句は f扶三j であってもよい。(5-40)も同桟である。
5-4-2.ポーズの挿入












































本語訳からわかるように、 (5-46a)では、 f耕命Jが補文の「作Jを修飾しないし、 (5-46
b)では、 「掛命j が主文の「要求j を修飾しない。すなわち、 (5-46a)では、 f掛命Jが
内容節の境界を越えて、 「作Jを修飾できないのである。
副詞のこの特質を利用し、 fV -得J文のNP。とVp'が同一の節にあるかどうかを調べてみ
て、もし fV-得j 文のNP。とVp'が問ーの節にあれば、 Vp'に先行する f耕命Jの作用域が
Vp'を越えられない、つまり fV-得j に後続する要素を修飾できないことが予測される。











(5-48)では、 「耕命J の作用域が節を越えて rv_得J に及lぎないことから考えれば、 VP'






この章では、中国語の fV-得j 構文において、 fV-得Jが主要部末位の合成動詞であり、
くXくY>>の項構造を持つことを提案した。この提案に基づいて、従来の研究で説明できなか
った、 (5-2)にあげた 3つの fV・得J構文、そして、そこに含まれた 3つの現象が説明で
きるようになった。第 1に、 (5-2)の諸構文は 2項動詞構文である。それらの項構造はく原




Vが活動動詞と変化動詞の 2つの場合があるが、 f -得Jは変化動詞であり、そして、
fV-得Jも変化動詞であること、また、 Vの項構造ではなく、 「・得Jの項構造が fV-
得Jに継承されていること、さらに、 f -得JがVの示す行為、状態の結果を表すことな
















(6-1 a)と(6-1c)のパターンがある ζ とも指摘されている・'。それらの例を(6-2)に示す。
vP' vp2 





















ζ の要因について、筆者は、 (6-2・a)の主語名詞句はvp2の項であり、 (6-2・b)の主語名詞
句はvp'の項であるからだと説明したい。この裏付けとして、 (6-3)にさらに主語を加える
と、その文法性は逆になる。




(6-3)と(6-4)の対照から、 「妹三」を主語としてとれるか否かという点で、 r ~& 李四 J と
f陀飯J が異なることが分かる。つまり、 (6-2・a)の「妹三J はvP'rm*四J の項ではな









者の聞には次のような共通点と相違点が見うけられる。 (6-5)と(6由 6)が示すように、 v2の
補部であるNP2の指示物がNP。と異なる場合、 NP2が必ず現れなければならない点が共通す
る。











(6-7) a. ?紙三 t 註李図表拐ゆ t・
伝める
'l 中国語では、一般に、使役文は ri.上(させる)J、受動文は『被(られる)Jを用いて表





b. ~扶三 l it 李四表拐 自己 t・3
張三は李四に自分を褒めさせる。
(6-8) a. 妹三 。被痕狗殴了や 1・
主文 かむ
張三は狂犬に噛まれた。








文法に基づいて、 (6-5a)(6-7b)の 「iよJ 構文と (6-8a)の「被」構文とは異なる構造だとし
ている。使役文では、 ri.b という使役動詞の適用によ って、使役者(NpO)という項が増
















(6-9) a. m子， 突着辻苓管抱 ゆ1・
子住 持続 おCいEん
子供は泣いておじいさんに抱いてもらおうとする。














(6-10b)のようにNpOの身体の一部である場合に限り、 「iよJ と 「被J が同じ意味で交替可
-s さらに、 Ting(1992)は、 NP2の指示物がNP。と閉じである場合、人称代名詞が生起する
ことも可能であると指摘している。この現象も受動文の二分法が妥当ではないことを示唆
する。























^ ^  v、 NP' v2 NP2 
it/被














I li' I 
(6-13) Npo V' NP' v2 NP2 
もう 1つは、 Hashimoto(1971)を代表とする補文主語説で、 「被J 構文では (6-14a)に示
すように、 NP'はvp2の主語であるが、 riよJ構文では (6-14b)のように、 NP'はv'の補部で
あるという説である。 Hashimoto(1971)では「被J と ribが主要部であることが強調さ
れているが、 「被J 構文ではNP'がvp2の主語であるのに対し、 riよ」構文ではv'の補部で
あると言えるのはなぜなのか、特に議論されていない。






V' NP' S 










いることである。しかし、 riよ/被J 構文では、 NP'はv2から直後、意味役割を与えられ
ているとは考えられない。
6-1ート1.意味的選択関係






b. ? t~~ 球 砲-f完了*回。




「鮮倒J と「礎妨J は主語名詞句に「動作者Jという意味役割を与えるが、 (6-16)では、
その主語名詞句が無生という語量的な意味素性を持っているので、動作者という意味役割
を担いにくいため、不自然となっている。








































である。一方、 (6-20b)では、 r~長三 J が r去北京間J の主語ではないので、うえの意味
的制限は満たされず、入れ替えは不可能である。次の (6-21b)が文法的であるのは、 「去
北京間J の主語ではない「扶三」が表示されておらず、意味的条件が働かないからである。








「被J 構文では、 vp2の主語はNP。であると理解されないので、 (6-22b)や(6-23b)のような
入れ替えは不適格である。











































(6-26a)では、 「李四J が 「打了J の補部であるので、その聞にはポーズが入らず、 (6-26




































各々の動詞の意味から (6-31a)の ri見J は2項動詞で、 (6-31b)の r通知J は3項動認であ
ると考えると、 r 'Ì~見 J に後続する「李四J は ri見 J の補部ではなく、 r来J の主語である
が、 『通知J に後続する r李囚J は r通知J の繍部であり、 f来J の主語ではないことに
なる。このことは不定を示す「有」の分布の非対称性によって証明される。
.， 沈 (1994a)で、不定を示す r有J 構文は(i)の構造を持つことを提案し、 Huang(1988a) 
では (ii)の構造を提案している。両方の共通点は「有J が主要部であるということである。
(i) [sφ[vp，' VP' VP2]] 
(i i) [sφ[vpV S] 
( i )では、 「有J はvp'の主要部であり、 vp'はまた動詞連続の主要部でもある。 (ii)で
は、 「有J はSを補部とする述部の主要部である。 r有」が主要部だと思われる理由は次
の通りである。まず、中国語の反復疑問文では、述部の反復は許されるが、主語の反復は
許されない。 r有J 構文の反復疑問文を見てみると、 r有J は反復されるが、 「打張三J
は反復されない。これは「有」構文では r有(一小人)J が主要部であり、 「打妹三」はそ
うではないことを意味する。









(6-32a)では、 ri見」に後続する名詞句は「来J の主語なので、 r有J でマークされうる
が、 (6-32b)では、 r通知J に後続する名詞句は「来」の主語ではないので、 「有J でマ
ークされえない。
さて、問題の使役文と受動文について、 riよ/被」に後続するNP'はvp2の主語ではなく、







(6-34) a. 吋校三 iよ有一↑人去了北京。
b. *妹三被有一↑人打了一頓。
結果は、予想通りに r有J 句を含む(6-34a)と(6-34b)は非文法的である。
以上、ポーズの挿入以外に、 r有J の分布の非対称性から、 Nplは形式的に「iよ/被」
ー 184-
の補部の振る舞いをすることがわかる・九しかし、たとえNP'がv'の補部であっても、NP'と
v'が構造体(constructi on)をなすかどうか、すなわち、 f被j 構文と f辻j 摘文のNP'と






























































(6-37 a)では、主語 r我的梨子J は文の直接構成繁で、後置できるが、 (6サ7b)では、主語
の一部「我的」は後置できない。 (6-38a)では、補文の「明夫有雨J は後置できるが、





















上の例の文法性から、 r被他J と r註他J がそれぞれ構造体であり、述部の直接構成索を






(6-42) a. vp' b. vp2 c. Vp.+2 d VP 
^ ^  ^ ^ vp' VP含 vp' Vp2 vp' Vp2 vp' Vp2 
(6-42a)ではvp'が上位のVPの主要部であり、 (6-42b)ではvp2が主要部である。そして、
(6-42c)ではvp'とVドの両方がVPの主要部であり、(ト42d)ではvp'とVp2のどちらも主要部
ではない。従来の研究では、 「被」構文では、 (6-42b)のようにvp2が主要部で、 ri.b 構
文では、 (6-42c)のように両主要部か、 (6-42d)のように主要部がないと分析されている "0。
この章では、 「被J 構文でも「iよ」構文でも (6-42a)のようにvp'が主要部であることを織
論する。










NpO V' NP' V2 NP2 





















b . 吋長三 ~R着李四打招呼。







VP I (=PP) Vp2 
述部の主要部を決める基準を当該要素が機能語化しているか否かにすれば、 (6-47)の
「社J 構文と (6-48)の「被」構文はいずれも (6-46)の構造になり、 VP2が主要部であると
いうことになる。なぜなら、 「i上/被」はアスペクトマー力ーが後続しないからである。
(6-47) a. 妹三 iよ塁手四 去了北京。
張三は李四を北京に行かせた。














(6-49a)の本動詞の「要J とは異なり、 (6-49b)の助動詞の r要J はアスペクトマーカーの






































































に来れるのかを見なければならない。本論文では、 v'の項が ritJ構文や r被J 構文の主
語となることを主張するが、 Vp2を主要部とする従来の研究では、当該構文の主語はv2の
項である ζ とを示唆する。次の例を見てみよう。





(6-56a)の 「張三J と(6-56b)の 「小愉」はそれぞれv2の項ではなく、 V'f iよ/被」の項と
しか考えられな(，'0すなわち、 v'の項構造が継承されている。
6ート 3.アスペクト性の継承
この節では、 r祉」構文や「被」構文では、 v2ではなく、 v'のアスペクト性が文全体の
意味的性格を決める ことを示す。
6-2-3-1. r iよ/被」のアスペクト性







「故意J とも共起しなければ、程度を表す 「彼(とても)J とも共起しない。そして、活動
動詞は、 (6-59)のよ うに、 r故意」と共起するが、 fi艮J と共起しない。状態動詞は、











同じ方法で fitJ構文と 『被」構文を考えてみよう。まず、 (6-61a)と(6-61b)の対立から
「彼」が直後の動詞を修飾しなければならないことがわかる。




そして、 (6-62)と(6-63)で示されているのように、 「i上」も「被」も fi良J と共起できな















ri.b のほうは r故意J と共起する場合と共起しない場合がある。












(6-67) a. 変化動詞→「iよpJ と r被J (受身)
b. 活動動詞ー ri1:CJ (使役)
四 196-
6ー ト3-2. r i.上/被」のアスペクト性の継承
変化動詞は活動動詞と実現棺においても違いが見られる。たとえば、変化動詞 r流J の






































































































( i i )紙三姶野猫憲走了。
A 張三は野良猫を追い出した。
B. *張三は野良猫に追い出された。










もし (6-78)の「拾J が(6-76)の r拾J と閉じように受動を表すならば、 f被妹三J と riよ
大水J を主要部と見るのに無理が生じる。というのは、受動マーカー「拾」が生起するの
はなぜかが説明できないからである。しかし、 (6斗 8)の r姶J は受身の意昧を表すのでは



























したがって、 「被/祉J と共起する r姶」は受身を表すものではなく、処置を表すような
ものである。 (6-78)のような構文でも、 「被J 句と「辻J 句が両構文の主要部であり、反
例にはならないと考えられる。
以上、 4つの節に分けて、 r i.tJ 構文と「被」構文ではどのvpが主要部であるのかにつ
いて議論してきたが、いずれもvP'が主要部であるという結論に至る。
6-3. 2つの「被」構文
本論文では、中間語の ri上J 構文と「被J 構文について両構文は同じ構造であり、旦っ














たとえば、 「被J 構文に関して (6-84)で示されるように、 NP'が現れてはならない現象が
見られる。そして、 NP'が現れえない r被」構文では必ずNp2も現れえない。





C. *松三被 や 捕了手腕。
張三が警察官に手首を捕えられた。





















は(6-86a)の「尖円(休業)J には見られないが、 (6-86b)の「美苗戸(窓を閉める)J には見
られる。 したがって、 r美ilJ は「美苗戸Jより合成語に近い可能性が大きい。さらに、












ることは、 (6-89a)(6-90a) (6-91 a)の述部が動詞連続の構造(6-85)であることを示してい
る。反対に、 (6-89・bi(6-90・b)(ト91・b)において、述部が名詞へ変換できないことは、
(6-89b) (6-90b) (ト91b)の述部が動詞句連続の構造(6-83)を持つことを示す。
































(6-92) a v b. vp 
/ヘ¥ /ヘ¥
v' V2 vP' Vp2 
「被」はまさに、 (6-92a)と(6-92b)の2つの派生段階で動詞連続を作ることができる動詞





































[WO'd a b]→ [WO<d a][ω <d b] 




































-208 - -209 -
語集的意味を持たない(または薄い)機能語がある。
(7-5) a. -7. -昭、 昭ー
b. ー子、 -f.ι -JL 
(7 -5a) では、モダリティ「了J 、文末助詞 r~巴 J 、疑問助詞「問」、(7-5b) では、名詞を








































































(7-10) a. (NPXP N] 














次に、第 2の問題、 「的J が統語上修飾部のマーカ一、すなわち、句形成のための要素

































こに 2つの手段がある。 1つは、動詞的要素が語である場合、第 6章で述べられたように、
中国語の動詞は名詞変換が可能なので、(7-17)のように、動詞が名詞に変換して、 NN合成
名詞になる。もう 1つの手段は、動詞的要紫が句である場合、 (7-18)のように、 「的」の
後続によって名詞化され、それによってNPN名詞句が可能になる。






















たとえば、中国語の『我学司法吉学(私は言語学を学，S~) J という連続には、 (7-19)のよう
な3つの f構成索Jの段階が考えられる。
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